		kansou0327_10.docx
[bookmark: _GoBack]講座の感想

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	パソコン入門
	東文
	C
	2010/2　４日間　午後
	28
	OK


受講者全員が４日間無欠席で、熱心な方が多かったことが印象的でした。自宅にパソコンを持っている人は１３人で、受講に向けて購入した人もあったようです。
　　・マウス操作をしたことがある人＝５人　ない人＝１１人
　　・文字入力をしたことがある人＝８人　ない人＝８人
○１日目　マウスの使い方、ひらがなの入力方法
　　　　　クリックの仕方など本当の初歩から行ったことが好評だったようでした。
○２日目　漢字変換　文書の作成と印刷
　　　　　文字入力以前の問題として、ローマ字がよくわからない人には、サブが個別に対応しました。
○３日目　ホームページを検索して探す
　　　　　キーワード検索を重点に行った。電車の時刻を調べる問題に挑戦し利便性を知ってもらうよう留意した。
○４日目　電子メールを使う
　　　　　講座中に送信できないPCがあり、急遽対応した。原因は、なぜか通信ポート番号が変わっていた。次回からは、事前のチェックが必要。
○４日間の講座では、受講者にはどうしても未消化感が残るようで、今後の持続的な講座を望む声が多数上がっていた。現状ではどうにもならないので、相談会やパソコン質問箱などで受講者のせっかくのパソコン習得意欲を消さないようにしたい。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	ワード入門
	東文
	D
	2009/12　４日間　午前
	46
	SY


ワード入門講座の受講者は男性3名、女性13名であり、全員パソコンを持っており、キーボード操作経験あり。 
OSの種別は、VISTAが８名、XPが３名、残りの５名が９８、2000、及び不明等でした。 
　講座内容 
　　1日目　ワードの基礎、文字入力（手紙文編集・保存） 
　　2日目　1日目の復習、ポスター制作 
　　3日目　ワードでの年賀状作成（写真入） 
　　4日目　ワードでの年賀状作成、印刷。 
◎丁度年賀状の作成時期だったので、受講者も講師も実践的な講義となり、熱気にあふれんばかり会場となりました。 
◎講座終了後も、実践的な質問が相次ぎ、講師もサブも充実感とともに、あっという間に過ぎた4日間を感じました。 
◎成果をお土産に帰宅しました。帰宅後すぐに、持参のUSBを活用できるか、パソコンの違いそしてOSの違いを克服して、受講者は講座の再現ができるか・・ 
などの心配がありましたが、今後のことについては、相談日利用をアナウンスしました。
◎講師は大変ですが、受講者は忘れないうちに4日間続くので、日程的に良かったと言えます。
◎今回は、レイアウト・印刷も成功し、そのまま直ぐに使えそうな年賀状を手にお帰りになりました（但し裏面のみ）。 
Office２００７利用の年賀状作成の講座の一例として、成功したのではと考えています。 
● ただ、以下に今後の課題が残ったと感じました。
※1 表面の宛名は、市販のソフトを利用を願う考えでいますが、 
それなら、全部統一して、市販のソフトでとの話も出てくるかと思います。WORD習得の講座と言うことで、それは今後の課題です。 
※2 年賀状作成しやすさから講座でテキストBox方式を採用しました。 
これは、教科書（テキスト）のやり方とは違い、教材プリント作成など今後の課題が残ります。
※3 自前の写真やUSBメモリーを持参し作品コピーをお土産で持ち帰った件： 
使用済みのUSBのウイルスチェック・確認サービスの問題。（新品は別とし、USBに写真を記録持参できる利点あり） 
ウイルスチェックに、色々手間と時間が必要であった。（課題：サブ講師が事前に預かりチェック済みにする方法等） 
※2※3は新規テーマ部分と言えるので次回から改善可能と考えております。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	公民館
	C
	2009/11　４日間　午後
	25
	TT


　今回の講座は掲載月と開催月の誤解から、座間市広報に募集記事の掲載が漏れるという事態が発生し、一瞬あせりましたが、座間市公民館が直接募集にのりだしていただきました。市役所、公民館等各所に募集ポスター、チラシの掲示・配布等のご努力の結果、定員を超える応募を集め、無事１６名の定員で開催することができました。
受講者は女性１４名、男性２名で全員パソコン経験者で、かつ自宅での保有者でした。
○グループとして、今回の講座は原則として前回８月の公民館での講座と同じ内容、同じメンバー（都合により１名変更）で行いました。（公０９０８エクセル入門講座：投稿Ｎｏ．９を参照ください）
○実行に当たり、１日目の進行状況により、テキスト１７８頁～１８３頁は２日目に移行しました。（文書保管庫には移行を反映した内容のカリキュラムを保存します）
○アンケートでは７０％以上がはじめて知ることが多かったとの評価があり、受講者の期待にはこたえられたのではないかと思います。
○１２月１１日の反省会で話題になった事項の１部を紹介します。
・１日目の負荷が２日目に比し大きく、過去の講座でも駆け足にならざるをえなかったので２日目とのバランスを考えて配分を検討する必要がある。
・テキストではグラフ構成要素に対する説明が無いため、４日目のグラフ編集時に、編集対象要素（エリア）の選択のためクリックする場所があいまいになり、別のエリアを誤選択して混乱している事態が見受けられた。テキストに記載はないがグラフの構成要素（エリア）を説明する必要があるのではないか。（例：グラフエリア、グラフタイトル、項目軸、等）
座間市広報掲載漏れという不測の事態に適切に対処し、無事開催にこぎつけて頂いた座間市公民館担当の方のご努力に感謝します。





	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	パソコン入門
	公民館
	D
	2009/10　４日間　午前
	32
	KK


1.　年令は多様、82才の女性、75歳の男性から30代の女性まで。男性3人、女性13人応募は32名。
2.　最終日のメール講座で、メール送信サーバーが機能しないことが判り、急遽竹本さ
ん押田さんに応援をお願いしました。
3.　幸いなことに98機時代のアカウントがまた生きていることが分かり、すべての端末機
　のメールアカウントの設定を変更しました。結果として、講師と受講者間のメールやり取りが出来ました。
4.　 初日の端末機設定の時にメール交換テストを行っていれば、復旧が出来て、このような事態は防げたかもしれません。
5.　インターネットがつながっていたので安心していましたが、これが間違いの発端でした。
それにしても無線LANは未だにネットワークに表示されない端末があります。
6.VISTAのOSアップデートを行いました。
(参考)　携帯から送信すると、受信できる。WEBメールから送信すると受信できる。などから、受信サーバーは正常だが、送信サーバーが働いていないと考えられる。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	公民館
	C
	2009/8　４日間　夜間
	26
	HK


受講者は男性１名、女性１５名で５０歳・６０歳代を中心に３０～７０歳代の方でした。
夜間講座ということもあって、講座途中で居眠りをする方も見かけました。
やはり、一日の疲れが出る時間帯でもあり、３時間の講座に課題が示されているようにも感じられた４日間でした。
（受講者の中には３時間はキツデスネ。でも、先生方が一所懸命に指導してくださるので最後まで頑張ります、と休憩のときに話された言葉が身にこたえました。）
エクセル等の表計算ソフトに触れた事のある方が３名で、殆どの方が始めての体験でした。
でも、みなさん学習熱心で理解力も高く、準備した教材を消化した後の時間調整で、講師陣の方が戸惑いがちな４日間でした。
今後、このようなクラスにお目に掛かることは少ないだろうと思うほどに楽しみながらの４日間でした。
○１日目：エクセルの基本操作をテキストの１３２頁から１８３頁、
○２日目：基本操作の復習、数式・関数の操作をテキスト１９２頁～２１１頁
○３日目：Ｃ自作のサブテキスト「家計簿を作ろう」（モノクロ10ページを配布）で、前回の北地区での反省を踏まえ、第１，２日の学習の応用編と位置付けての講習を行いました。説明ではテキストの操作説明頁とサブテキストとの関連付けを提示しながら作成実習を行いました。
○４日目：グラフ作成ではテキスト２３４頁～２４７頁を実習し、成果を、テキスト１８４頁～１８７頁に沿って印刷を行いました。
○データベースではテキスト２２４頁～２３１頁に沿って数行のミニデータベースの作成実習を行ったほか、規模の大きいサンプルデータベースを使ってフイルタ操作を行いました。
○講座の反省は１０月９日に行いました。
反省と感想として全員が感じたこと
　・全体としては良かった。
　・今回の受講者のレベルが高かった（？）ので、次回以降の講座の教材研究に向け一層の研鑽が必要だ、の意見で一致しました。
　・プロジェクターを使って派手な画面を出したり、動画風に表現して説明する方法は見た目には気を引くかもしれないが、その場だけの事であり、その場で分かったつもりでも後で家に帰って復習をしようとしたとき、何も残っていないような事にならないよう配慮する必要があるのではないか。
　・後に残るものは「テキストだけ」と言う事を考えれば、テキストに主体を置いた進め方をすべきではないか。
～～学校教育ではないので、「テキストの解説を主軸」として考えてみる必要があるのかも～～
たとえば「これからテキストの○○ページを説明するから聞いて下さい」と伝えてから進めると良いのではないか。つまり、「これから何をやるか」を強調する事、などでした。
種々反省点はありますが、アンケート回答から見ると、
　・とても参考になった。
　・１回３時間はきつい。
　・低料金で懇切丁寧に指導して頂いて勉強になった。
　・グラフは作ったことがなかったが、家でもやってみたい。
　・日常生活では表計算を使うくらいで、グラフまではやらないので面白かった。などの感想が述べられていました。
　担当グループとしては、エクセルとはどんなものか、どのように使うのかについて理解して頂けたことと受け止め、初期の目的は達せられたものと思います。
　この講座を引き金として、エクセルに興味を持ち、実用されることを期待するところです。
　講座の主催者（座公の皆様）並びに講師・サブ講師として担当された方々から多面に渡ってご支援していただき有り難うございました。関係者のみなさま方に謝意を表します。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	北文
	D
	2009/6　４日間　夜間
	29
	HS


○受講者の状況
男性：７名(４４％)　女性：９名(５６％)　/１６名
ＰＣ所有者　有：１６名　なし：０　/１６名
操作経験　　有：１３名　なし：２　回答なし：１　/１６名
○カリキュラム　
　テキスト(教材）「今日からはじめるやさしいワード＆エクセル2007」に従い下記4日間の内容で実施した。『1日目P132~P168』『２日目P169~P234』『３日目P234~P247』『４日目演習(３題)、印刷』　
○実施状況及びアンケート結果
　Dグループでは5月に続き2回目のエクセル講座担当であり、前回の反省より改善を図り実施したが、５月に比べ受講者のレベル差（キーボード入力差、講師説明より先に進む(暴走―自爆)ほか）が更に大きく、講座の進行及びサポートに苦労した。2日目以降は講師、サブ講師の細かな対応によりある程度は改善されたが、キーボード入力差は最終日まで講座の進行に影響した。最終日に家事都合により1名の欠席者があり残念であった。
　受講者のアンケートからは「エクセル機能の素晴らしさ」「受講後に家で活用してみたい(家計簿-光熱費・健康管理ほか)」「講座の進めかた(前回講座の復習、丁重な説明、演習問題)、サポート連携等の高評価」の意見があった。しかし、「自宅保有XP-PCとExcel2007の操作が異なり復習が上手くできなかった」、「エクセルは難しいのでもう少し時間をかけて欲しい」等の意見も見られた。受講者の難易度及び理解度は添付の表、グラフをご参照下さい。
○講座の反省
①今後のエクセル講座：演習問題を少なめにし、１～3日の講座をもう少しゆったり目に行うのもあり？⇒　次回以降にカリキュラム編成を考える余地あり。
②プロジェクタ投影の為、講師端末と受講生端末のリボンの状態が異なることを認識しておく。
③その他の反省点は講師マニュアルに反映させ、改版してZPSC－HPの文書庫にUPする。
○検討課題
①「ちょっと一言」(アンケート)　⇒受講生のレベルを把握し、講座の内容を調整しながら講座を進めて行けるので、非常に良い　⇒良いと思われることは積極的に取り入れたいが、本来、館が行うべき事柄では？また、３館統一することが望ましいのではないか。
②夜間講座について　⇒講師陣・受講者ともに疲労　　⇒６月講座受講生の一部からも、夜間よりも昼間の講座を望む声あり　⇒夜間講座が今後必要なのかどうか？応募人数などを勘案し、検討してほしい。　
③夜間講座に際して館からの指示（厳しい）⇒２１：４５までに片付けを終了させて退館せよ（講座３日目に指示ありー終了後のPC機材の片付けに１５分の余裕しか無い）　⇒コピー機の電源を１７：３０には落とすため、配布物の原稿はそれ以前に一括して提出せよ。
④同日開催の昼、夜の２講座は適当か？　⇒準備、片付けが講座担当の２グループに分散されるメリットはあるが、応募者のダブリ申し込み等の問題あり。
⑤今期は機器移動を優先し１ヵ所の館で3ヶ月4講座の集中開催としたが、はたして効果は？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	ワード入門
	北文
	C
	2009/6　４日間　午後
	21
	MK


ワード入門講座の受講者は男性3名、女性13名であり、年代別では30代：１、40代：３、50代：５，60代：５．70代：２であった。全員パソコンを持っており、キーボード操作経験あり。ただし、文字入力についてはレベルに差があり、日常的に使いこなしているような人とローマ字対照表を見ながら一つひとつ入力している人がいた。今回の講座では、全員ができるように確認しながら4日間の講座を進めた。
1日目～4日目までの講座では、「今日からはじめるやさしいワードとエクセル２００７」テキストをベースに、プロジェクターとワード画面を使い講座を進めた。
　講座内容
　　1日目　ワードの基礎、文字入力（手紙文編集・保存）
　　2日目　1日目の復習、ポスター制作
　　3日目　ワードでの表作成（名簿、電話一覧作成）
　　4日目　暑中見舞い作成、印刷、差込印刷 
講座の進捗と反省
　1.1日目.「手紙文入力（お礼状）」において受講者の未入力文章を完成させるため、講師が用意した「お礼状」から受講者の未入力部分へ貼り付けを行い完成させる方法をとった。講座では完成した文章を基本に講義が進むため、完成文が必須であった。　講座の進め方、時間配分が今後の課題
　2.2日目.クリップアートの利用方法として、講座の中でインターネットから持ってくる方法と講座前にピクチャへ用意しておき利用する方法の二通りでやったが、統一したやり方で見直す。
　3.3日目の講座で、前回の復習時間が長すぎたとの反省。時間配分を見直す。　説明する順番を黒板に貼り付け、視覚でわかるようにしたのは大変良かった。
　4.4日目の差し込み印刷説明は、講座では初めてのケースであったが、受講者用パソコンの事前チェックを十分にやれなかったため、操作上の食い違いが一部に見受けられた。
パソコンのトラブル原因、食い違いとなった要因を整理する必要あり。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	北文
	D
	2009/5　４日間　午前
	30
	TM


受講者は、男性４名、女性１２名でした。２日目に１名、４日目に１名の欠席があったが、後は全員出席でした。
受講者は、Excelを使いこなしたいが２名、 自己流が６名、初めてが８名でした。

講座内容は、テキスト（教材）通りにエクセルの基本の基本を教えました。
１日目から３日目は、テキストの「１章エクセルの使い方(P132)」から「６章グラフの作成(P247)」までを説明した。４日目は、例題を３つ程用意して、表の作成とグラフの作成をして、印刷を行った。
受講者の殆どの方は、パソコンを触ったことがあるが、それでも１～２名が入力の遅い人がいた。
その方をサポートするのが大変だったが、何とか最後まで出席して頂いたのでホットした。

受講者のアンケートを集計すると、「講座の難易度」は、４の「やや難しかった」と５の「難しかった」で30件あるが、「学習効果」では、３の「初めて知る」が41件もあった（写真のグラフを参照して下さい）。
　受講の感想としては、殆どの方から、「ゆっくり、丁寧で理解し易い進め方とサポートでした」、「エクセルの機能の素晴らしさに感激した」、「楽しく受講で来た」などを頂戴した。
これは、「講師カリキュラムがテキストに沿った内容」であったこと、「講師とサブ講師の連携」がうまっくいったこと、と自負しています。

反省する点は、次の通りです。
■カリキュラム
　●早く出来た人のために、例題用を用意する。
　●Book を２つ以上開かないようにする（操作が混乱する）。
　●Book内のシートを選択した場合は、選択したシートをハッキリさせるために、名前を付けることにする。
　●「閉じる」時の操作をハッキリ指示をする（上書きか，名前を付けて保存か、保存しないか、など）。
■配布資料およびプロジェクタの表示
　●配布資料の文字が小さい。
　●プロジェクタで表示する文字が小さい。
■装置関係
　●講師端末の設定ができていいなかったため、出だしで混乱した。
　　この様にならないように、事前準備を十分行う。
　●プリンタの設定がきちんとできていなかった。
　　端末001～009のプリンタの設定は、通常PM-G850_2 で、「２」になっている。
　　プリント確認の際、「３」にして動作を確認したが、何故「２」に戻ったのか？
　　ひょうっとすると、「２」に選択しただけで、「通常に使用する」の設定をしなかったのか？
　　もしそうであれば，「設定指示ミス」です。再度、確認が必要です。
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　以　上
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	デジカメ入門
	公民館
	C
	2009/4　４日間　午後
	53
	OK


今回が３回目となるデジカメ講座は、定員の３．３倍の応募があり、４月に公民館共催の自主講座として公民館のご協力のもと行いました。
○１日目は「撮影の基礎」という講師にとって教え方が難しいテーマがあったのですが、講座室に「野の花」を１０個程持ち込んで、受講生にマクロ撮影をやってもらいました。皆さんは持参のカメラでの撮影で、かなりの傑作もあり好評でした。
ただ最近のデジカメは、多機能になっていて、講師側にも質問に応えきれないこともあり困りました。
○２日目の「画像加工」は、皆さんがかなり期待をされていたようです。とりわけ、画像に入っている邪魔な電線を消す加工や、２枚の画像から１枚の画像を作る「合成写真」が楽しかったようでした。
○３日目では、画像を電子メールで送るなど、撮った画像の活用がテーマでした。ワードを使って自分が加工した「合成写真入り」のハガキを作り、受講記念にプリントしてそれぞれお持ち帰りいただきました。
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